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研究成果の概要（和文）：環境条件の年変動が大きいモンゴルの草原地域において、長距離移動哺乳類モウコガ
ゼルの生息適地を衛星追跡データと環境情報データから解析した。複数の追跡個体が200-300 km離れた地域から
特定の地域に春に直線的に戻った事例は、夏季の重要地域の存在を示唆した。夏季に好適度が高かった地域は、
解析対象地域内において植生指数(NDVI)が中程度で、NDVIの年変動が夏季後期に小さい地域であり、植物現存量
の予測可能性の高さ（年変動の小ささ）が夏季の生息地として重要な要因である可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：We analyzed the spatial distribution and factors of suitable habitats for 
Mongolian gazelles in Mongolia’s grasslands, where is characterized by large interannual 
variability of environmental conditions. Several satellite tracked gazelles linearly returned from 
areas apart from 200-300 km to a specific area in spring, suggesting the existence of important 
areas as the summer habitat. Areas with high habitat suitability in summer had intermediate values 
of vegetation index (NDVI) in summer and small interannual variability of NDVI values in late summer
 in the study area, suggesting that high temporal predictability (small interannual variability) of 
vegetation biomass is an important factor for suitable summer habitats.

研究分野： 生態学
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図 2． 6 月下旬（a）と 8 月上旬（b）の植生指数
（NDVI）の 2003–2017 年の 15 年間の変動係数
(CV)地図と、追跡モウコガゼルの夏季（6–8 月）お
よび冬季（12–2 月）行動圏．地図の範囲は図 1 と
ほぼ同じ． 

１．研究開始当初の背景 
(1) モンゴルの草原・ゴビ地域は世界的に最
も保存状態のよい草原生態系のひとつだが、
開発による生息地の分断化が草原生態系や野
生哺乳類の大移動の保全上の脅威となってい
る。分断化が進む本地域において、長距離を
移動する野生動物の保全上の重要地域の特定
は、保全対策の策定上重要である。 
 
(2) 気象条件の季節変化や年変動が激しい
本地域では、年次的な植物現存量の時間的予
測可能性が高い地域が野生動物の保全上重要
である可能性がある。しかし、遊動的な野生
動物の長期追跡が困難なことなどから、これ
まではこの点があまり考慮されてこなかった。 
 
２．研究の目的 
長距離移動動物モウコガゼルを主な対象とし
て、環境条件の不均一性や予測可能性を解析
に組み込み、環境条件の地域差を考慮した保
全対策の提言を目指す。そのために、モウコ
ガゼルの移動・生息地選択要因を解明し、生
息適地地図や保全上の重要地域地図を作成す
る。 
 
３．研究の方法 
(1) モンゴルのモウコガゼル分布域のなかで、
環境条件の季節変化が大きい北部地域でモウ
コガゼルを捕獲し、ソーラーパネル付GPS首輪
を装着した。4時間おきの位置データを衛星電
話システムで入手した。2015年9月に最初の捕
獲・首輪装着を実施し、次年度以降も追跡個
体の補充をおこなった。初年度追跡開始個体
を含む、一部の個体は現在（2018年5月時点）
も追跡中である。 
 
(2) 地形や人間活動などの環境情報データを
整備した。季節変化や年変動のある植物現存
量や積雪については、16日間または8日間ごと
の衛星リモートセンシングデータを、過去15
年間分ダウンロードし、調査地全域の各時期
および、15年間の平均値、変動係数地図など
を作成した。 
 
(3) モウコガゼル追跡データと同時期の環境
情報データから、分布推定モデルによりモウ
コガゼルの生息地選択要因を分析し、生息適
地地図を作成した。 
 
(4) 人間活動の野生動物への影響評価のひと
つとして、同所的に生息する家畜と野生草食
獣の食性重複を糞DNA 分析と植生調査により
評価した。 
 
(5) モウコガゼルの移動・生息地選択の実態
と要因、生息適地の空間分布とその季節変化
および年変動、開発計画の関係を空間的に解
析することにより、必要な保全対策を検討し
た。 
 

４．研究成果 
(1) モウコガゼルの追跡により、これまで遊
動的とされていた本種に、秋と春の短期間の
直線的な長距離移動と、200–300 km 離れた地
域から春に同じ地域に戻る事例が複数観察
された（図１）。これは夏季の生息場所とし
て重要な地域の存在と、記憶やナビゲーショ
ン能力を利用した移動を示唆する。 

 
(2) 追跡個体群が夏季に複数年利用した地
域は夏季の植生指数が解析対象地域内で中
程度であり、夏季初期の変動係数が大きく、
夏季後期の変動係数が小さい地域だった（図
2）。分布推定モデルへの変数の寄与率は、追
跡当年の植生指数よりも植生指数の過去 15
年間の平均値の方が高く、夏季後期の植物現
存量が中程度で年次的に安定している地域
を追跡個体群が選択している可能性が示唆
された。同様の条件を持つ地域は限定的であ
り、長距離移動哺乳類の保全上優先すべき地
域だと言える。 

 
(3) 追跡個体群の冬季行動圏と夏季行動圏
の間には、夏季後期の植生指数の変動係数が
大きい地域が存在した。追跡個体群が春に一
気に北上するのは、夏季にこの地域の利用を

図 1. 2016 年春のモウコガゼル 2 個体の長距離
直線的移動．両個体とも春に前年秋の捕獲地点
付近に戻った．点のない部分の線は、他個体を含
む他の時期の移動軌跡．異なる線の色は異なる
個体を示す． 



避けるためという見方ができる。ただし、植
生指数の変動係数が大きいことは、条件の良
い年もあることを意味している。本研究での
追跡個体以外の遊動的な個体が、条件の良い
年にその地域を利用している可能性があり、
過去の追跡データでは、そのような事例も報
告されている。春の移動や夏の生息地選択に
同種内で異なる戦略が存在する可能性が示
唆される。 
 
(4) 糞 DNA 分析により、従来の手法よりも細
かいレベルで、同所的に生息する草食獣間の
食性を比較でき、アジアノロバは家畜ウマと、
モウコガゼルは家畜のヤギとヒツジとの食
性重複が大きいことが示された。 
 
(5) 本地域では積雪地域の年変動が大きい
ため、モウコガゼルの生息適地の年変動は夏
季よりも冬季に大きいことが示された。現在
建設が進行中の鉄道が既存の鉄道と同様に
モウコガゼルの移動の障害となれば、年によ
っては冬季の好適地がほとんどない潜在的
分断地域が出現した。新規鉄道上での適切な
動物移動用通路の設置・設計の重要性が示さ
れた。 
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